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岩手県教育委員会が策定した「新たな
県立高等学校再編計画」では…

①平成32年度までに３校、②平成37年度
までに11校…と最大14校の高校の統廃合
を行い、現在63校ある県立高校を49校と
する計画が見込まれています。
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高校の再編計画について



平成28年3月29日策定

新たな県立高校再編計画
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後 期
（H33～H37）
全体プログラム

前 期
（H28～H32）
全体プログラム

統合予定校



現行の国の基準では、公立高等学校の1学
級は40人定員とされ、教員の必要数の配置
に係る財源は40人学級に基づき算定される。

● １学級の生徒数を（35人等）少人数定員とした場合
国からの財政措置が減額されるため、教職員数が減
ることになる。

● その場合、現状の教職員数を維持するためには、
県の追加財政負担が必要になる。
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国の公立高校基準



４

教員定数改善計画

区分

第1次 第2次 第3次 第4次 第5次 第6次

昭和37
～

昭和41

昭和42
～

昭和46 昭和49
～

昭和53

昭和55
～

平成 3

平成5
～

平成12

平成13
～

平成17
昭和44
～

昭和48

学級編成
の
標準

50人 45人 40人



遠野市の高校支援
高校魅力化アクションプランを推進

◆通学支援・・・公共交通利用に対し購入定期券の半額補助

◆海外派遣・・・チャタヌーガ市への派遣８名 /派遣費用の９割補助

◆高校ＰＲ・・・高校紹介パンフレット・ＤＶＤ・学園祭チラシ等の補助

◆資格取得支援・・・進学・就職に有利な資格受験料の補助

◆スマートホン活用授業支援 【遠野緑峰高校】

・・・専門講師委託費用の補助

◆新しい「遠野物語」を創るプロジェクト支援 【遠野高校】

・・・講師謝礼/生徒バス移動費用等の補助、講座の受入・・等
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高校存続を求める市民活動

高校再編計画に対し、市民活動も展開され
ており、遠野市においては「高校再編を考え
る市民会議」の立ち上げや、各団体おいて
フォーラムや市民集会が開催されてきた。

活動を通じて得られた結論は、岩手県の

「高校再編計画」は…見直すべき！

６



１ 県内の過疎地域において適正な教育環境を
維持するため、全国一律ではない岩手県な
らではの「過疎地域における高校少人数学
級の導入と教員定数確保」を求める。

２ 子ども達の学びの選択肢を狭め、大切な未

来を奪うことのないよう「新たな判断基準
に基づく小規模校の存続」を求める。

７

新たな判断基準を求める



岩手県議会へ

①署名件数 → 要望書

全 10,304 筆 （平成29年11月17日現在）

②請願提出先 県議会議長
● 請願審査 常任委員会 商工文教
● 請 願 者 高校再編を考える市民会議

「県立高等学校統合に係る新たな判断基準
を求める請願」を岩手県議会議長に提出

８



請願書の提出

●提出先 岩手県議会議長（全会派の推薦）

●審査

①議長受理 11月28日

②常任委員会審査 12月8日（採択）

③本会議 12月11日（採択）

９

付帯意見

＊請願事項には、すぐに実現が難しい諸課題が含まれている
ことから、その趣旨について賛同し採択する。



請願書の採択
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地方の実情に応じた
教育環境を支えるための
新たな教職員定数改善計画の
早期策定と財政措置を求める
意見書
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県議会から国へ
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文部科学省懇談記録
『高校における教育制度改革について』

■高校と地域のあり方について
◆ 現在、文科大臣直轄で高校と地域との関わり、

連携のあり方について検討を進めている

■高校の学級定員について
◆ 学級定員40名は、学級運営上の上限人数であり
40人を下回ることに制限や問題はない

※ 国も公立高校が地域と共に存続することを望んで

おり、県教委と市町村が小規模高校の運営にいか

に協力して、知恵を出すかが求められている
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高校再編を考える
市町村長懇談会を開催

平成30年４月10日

県内市町村長２８名参加

県議会議長ほか県議４１名参加

◆過疎地域における高校少人数学級導入と教委員定数確保

◆新たな判断基準に基づく小規模高校の存続

高校存続に『岩手モデル』実現の必要性を共通認識
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前期高校再編計画の見直し
平成30年５月２４日

県教委が２０２０年度統合予定校の
一部統合時期の延期を発表！

※ 入学者数の改善と地域との地方創生の取組を評価
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対象高校 当初統合時期 見直し後統合時期

遠 野 高 校
遠野緑峰高校

２０２０年度 ２０２２年度

久慈東高校
久慈工業高校

２０２０年度 ２０２２年度



今後の取組について

◆ 入学者数増に向け高校魅力化事業の継続

・ 『高校魅力化アクションプラン』の着実な推進

◆ 岩手の高校教育を考える市町村長懇談会
（仮称）の組織化と研修・提言活動

・ 岩手県議会との連携 /合同懇談会の開催
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